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この蛭 液 に縛 った ⑦も. やが 亡一年旺 (F=夜 番の亡t. こまか いこと は忘れ

･こしまった一 とjL亡 ､参 空も印度 F:額 って い る こと､ 敵鳩 零せ監簡単に 鑑べ

~こみ た いi港 う,

息 が塵選 科 に澄んだキ ー0)泉 捧 持. 地 理斜 を温 晩が奄るか ら だ と云-つて
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この予潜 時Lh3せか萄 亡が はす持た. その嫁ぎ艶歌 F:J戯知 らせサ 包

こnj株蘇太 亀虫 の地 薬学の 壁攻だ, 厳 大 の党隼歯翻 持審抽 挟 憂 げ ttl. 癒卓～1〈′vyヽ'ヽ′ヽ′ヽへ

也東 学 櫨. ぬ碗 的に碓 直萄る 斬 綻葉鹿 に 鞄 た, 輩石 荘いろ いろ虹あって膚え

られ葦かつ 藍が. 経 つ 苦 り のみ てんざ モ をは. ス トラ j17. デ 1ツ7Pが い か

を為 も切れ またと 持ち切潮 t)ガで 萄 る_ これら 掻敢 餐竃 は教 わ って い た も

巧の′ もうそれらが私 の親 のせ こF=ある 蔀 苛や しい ものだ､っ草. 又,､断層 も
見た. 家Jif官 こん 森 のだ ったら療Jq見 てたOに 慈 恵宣穏 って､ 参 まで の 責

弁 の 啓 Q)展 さを緊 じ牽.

あの名 訳 らして末 に募る よ う葱昇 地政 .モ o)藩 も単筋 的に は 方水 線澄 宜 清
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うもの だ と いう率が わかっ た. この碍 頼 政 は 滝 つ L左 (わ t/く節度 した かつた

が苛草南 村 F:義範 が 衣承 った ,

選 言 匡巌 ま き 札 た甲斎 藤 東 の臥 し離 し∴ 私 漫 十 硯亀 が 未森 乾 生 ㊥ 壌 邑し

て この.虞 F=牽 (凝 った q)怒 初 め 差 して, 教 葛3腎 む楽 音を 鍵 t,l藍 rt壌 い L ,夜

だフ 乾

同 じ轟 音で 背進 t 愚 津を 艶 っ 軽. 泉 南は . 峻 厳 を 津 孝 に. フ リ ノ ズ ー9 -

邑 jlンマ 一巻バ ･jj･LF=. 汗芝 東 レ歩き ~密 殺勉 渡 ､乞 ↓こ厳 守 熱 さと纏 ま 曇
れ･る｡ こう いう と, す ご(球 磨 :̂の適 い導 線 0)節 度 淑 野 匂ようだ が と 7)か

げ に 措. 親 電衆 意, いか F:も ろせ ら しい鮭 にス 持 ゝラ ン79F:常 の過 ぎる ¢藍

良化, 東 励 o)車 C乱 敬 い. か っ食 べ る と し＼う骨 k が か くさ れ/て い る.

長 瀞
長瀞へ 抱 月ヽ 蛍 産 衣 んかが よ<塵 足 に 符 ( 巧をlとう や 萄 量 J 簸武 凍 j:轟 を承

り印 つで親 犬錬 虚 に酎J壌 える, 醇 二 筋商 学 {摘 ､る p と ん凝 軒 に感 た ち は二
日が 執 りで ゆ く のだ か ら大層 のん 狛 )した も め で ある一 行 っこ見 れば大 して

養 し くも 奄 tj･b普洩 ¢ 野膚 であ フit.

晃 ざころは 渡 川薄 の虎 で 奉 る. 遭 摩 - メ ー ト)L盈 こ す大 顧 界. 一 面Fl¢ZT.

t uhるJh幼層 t t Jj宜 っ軽 紋岩 CD鮭馨. と れ F:町々に饗 を.見 せ を大 断層 ､射

適切軒 の不 審 金 蔵 草 々. 硬 Lh平 に, 苦 るで 中学承 句 敦 親藩 の柾 F=ひ うん 森 も

0)を 見 る ことが で き て 啓 し1t L告 っE.

こ 0)乾 の暴威 描 線 ん雀が 爵品 薄岩 を あ る ｡ 嵐 i上 乾 F=滞 < O)が 凝襲 魯 拝島

駐 私 白 Kが 鮮 剰 F顧 宜 鼓 し電 い る ◎持駄衰 韓患 左石 葵 拝患 g)亙 屠 竃 で の寵 が

か っ た q)が蘇 挺 斤轟 ｡ 即 しも よ く亀 乱 は な か奄 熱実 し執 った. 面 白 い の は席

志 産 い わ れ る蘭 留宜 由雷 も Q)轟 に奄 った一 ち ょう笠t床 q)背 や Q)お う に究 乳 る

農大 盤奥 であ る0 億 番 拝素 2i石 乗 斤素 Ko)苫 層 で 奄 る 迫れ
鮭腺 のヤ -㊥壌 しみ は と､う竜 愚 を 見る こ 延 よ り.衆 で あ る. 〇秒荷 駄 免

生滋 改 廃 んで わ あわあ盈 ぎ. 来 い喪虹巨額 汚生 0)お都 農 飲 ら引 き上 げ る一 ℃

ヨいも 騒1 凍 木 泡生 F=余 光盈 して い た だ く のに成 功 した の も長 瀞 宅 の事 だ っ

た各 私 生 や の濁 度 に締 っ て も濠 だ 蚤 ぎ 碍艶 i, これか らカヾ 本 嵐 で あ る. あ ち

こちに お しヽlLそ うな 野乗 芋 O)山を柊iJ･羊YL乾 もaC.慈 し食 いが庵 る4 経 常

轟 か ら歌 .B.廊粧 人 生親 方沌 森 費 療 養で 酪 捗 るP は{ 準 トラ シフ一芭 人生 盈

あ い･ 身 巧土 樽 教 区まで 艶壊 す 屯 数 日 ま た夢 か ね 嘩 怒 ら養 い こ 産壌 ぎさ ら

り没覚れ七. 凍 れ泉て る まで 乾草 一都慶が 昏 0 静 ガ＼衣 療 鳥 ヒ 芭 まれ るC)は
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夜明 け温 (毛あ った こう しそ ,竃頭の準え監督麺に療 レ ーえ為 刀はよいこク

払771萄る, 年に二 回に して も哲雄とうつ亡 こういう鷹空清てる 句 措私蚤 の大

き豪 華ゼで 商量⊥

東 北 地 方
7月5日よ 1)一寸 鰍 即 ち.a日23曙 40各 し1乙も常 々と上野乳 珍 し
し1こ とだ?だ ってまだや- 日日だか ら｡ ヒW.C髄 艶麗 Jl専斬. - 寸感藤 し鑑

定 い うわけ言 こ)'L掠全 く専 らぬ私選Ltご初つ恐 o〕亡も呆 持た尊 に-晩や戴 々
の鼻声 は兜生の抄卑 F=導 しくu紅& いう草江､､っ 藍 5 牙 -竃竃とtlえぼまた 菟

竜 びんびんO)妖魔敏感 んざ赦承 ご Eiを而けてし1臣のは切線 の轟 ､嚢外 濡 つ‖昔､

功と白む頃尉 山嵐 こ ＼で二人0)お叔 きん . 太 一ム に番 が虫 しこスjL,i)ス

ル り とし＼Kも来壊 しとうにお宅 は をか慧込 ん藍tt立って J 〕親牽 の く)i,が 唾

毒と同時笹 食べ ､沓藤林 込み煎る七 は抑こ 労 森か森か漆赦 したもT) . 喪 中蝕

先生 は六タピーチ 11)+)を楓 しく下さった別t: 私澄 はま憂樺 じりtO)寮 とて慨

歎 して いた く■き. 欽東 急 均分 狭 い 仁持 し竜射ったキ ヨ{こitJか ら米寿F:儀一

就 中兜 壷の化けの好は尽かで札t のく一

3日7酪 o/多感 痘代竜. 'rスに4 6･あ ほかIj感 らlLt儀轟蘭入 口へタ 7tt
ヲ 日子ラ L)K歩き森 が､､ら郭公 の Tテ +)ヾン ノ＼ヂ タカ ｣ G)藻臥女と､して矢にの

せ､か森もU)｡観 光蛙 のオモア5/にひ っ射 >つ く水たま りF 落ち とうにをつた

厳髄索 も由る, 先達っ生 ら轟 く由断がeき塩U日 義色華麗嘩 l)冶虎廟畔に由

る虹､攻 らし′い子鹿 o)起爆 え琴削 寸るorアン レヨー､ リンナニ ブザ ケルチ藩

-｣ 首肯鮭硬 い の瑠さま の こ邑滝てこ､で尭範 二瓶 に分れ 巨象老 人観措猟
毅 火C3を 白頭 して 鹿渡. 艶頭韻をんと潜 入象らぬ鮭 兜鐘F=とら れる. 痩 さん

弧 は-足兎F=痛童据湖 畔0)痛 に辿 り轟 きt 鷹ヨ凍 ざ し慈がら くつろし＼で いた

わ しい,韓や登山 %. 太萄こそ鹿毛奄 1､が審 績7首 尊名に配 って野棒や水

棲てって 来て 少 し法線みたや を譲 って瀞 蔵 巧抑賓 や 鑑膿みつけ て毛細累を

LO 藤一重森 らぬ歩葡 宣スタ申 しは姉かの乱れ竜見せ 嘗 Lh,'官 ら盛 んで素 人敵

亡入っ老率 を磯路 し憾 め主 蘇 取 下に癖僚機 0)音さ 0)液がる尊 厳で 床歯､凄

い [墳 措顔 面紅顔､先達練磨( 葺で賓落 盤む脱 ぎ虚 ぼ票慈 し1ので爽 FI萄異 0)

的で･あっ 意 , が蒐 も角巌入組 の色諦粒ド覚 って 掻生産を あげ 吸蔵 に経って

癖激 ,I(口に剥番. 批 断 言観勘 ことっ< 薦増0)鬼鰭 ら し台 を紛東研 の餅馨 しEA

鄭ち今 では大小 q)石 ころが ごちごち して いる且 で のjkロを -.わ髪 り､晃嘩 し経

るさ -同竃 軍産バ クウキ にか,,つ変 わである,,食葦 臣く-株 券. て ん毛に ス
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7 ツナ 監 し臣 f)等泉 麗最 っ怒 りして下 心や 轟 音 さんは命 か らこ潜 動こ大 沼充

ハンマ-盈宿れ 後車 か ら巌 絡 む しこ引 塩 11. &濠で親 日g)私選 柊, とび日朝

蛍藤 の革 質 に乗ころんで 山 0)壁煮麗 培 t,し1ま >ドす る事 か でき たJ さて濃 が

下山 得 度 畝 敵 げ そ療 鹿 瀬 蝉 に骨る.噂 さま髄0)額を嘘 っ こ腐 萄 武 瀕酵⑦櫓 へ

偉ぐA麟患家が り海まで の蘭 ぽ ん 置′リO)貯 澄宜 は嵐 を賞に し, ブラ 日華 ラ

り& ぐみ 0)喪家t･Iをつま み 隼 ち歩 (. 麿 乍 らぐ み の 嚢 に 薮 兜 に 日, 沓 口髭 つ

け た の 株･敵衆 生で 香 ったウ 少 しく盛 F:迷 った ilして 冒将 す梅 へiiij目撃 (ぞ東
嶺 窮芭滞日tて鷹 藤代欄 へ凍 - 卜象蘭ざ仁狩 った人蜜 敏雄え! 哲 が粛っ藍 ,O は

頃 0)帝 も醍 み ､ 錦 か ら吹 き壊 せ る 且 が 南け殻 たれた容か ら虻地 長く入 るタ藤

堂 あっ挺. ミq)引言威圧こ し1色せい水 食 尊 重入洛覆 清ます さ落 選郡 し< (

注蛍池 )陳 に敬 t,tて しま っ 発 J ,

4-日､軒 時Sチ倉香車発｡ き しで膏 末で 瞳 恵 し1が 一一碑 0)熱 疫 で 韓 日 の壊 れ も

す つ か日用 往, 尊 や 研森東倉で郡 J,麦鮭, 顧慮 に向 うo 轟素養//貯オア倉.

こ q)間 物単 車 は鹿 施 療落 tfられる軒 の珍奇蔑盤 梗尊 F=首 を ひね って し1る 中K:

濁ぎ て しま った. 菊鹿で 持-同, 先 達よ りア1スコ -ヒー0)郷東 定に 与って

櫓鯨 す る, さこ 正 tF竜 45か 芝喝 lj米 沢 貯 0)利率 F=寮 量 や､ 寒 の栂 はま ん 武

庫 Lq)紛弁当髭伺いt みて萄 し1草 .0日)巌潜 iこす りのスケ - JLが 賞 に 天空 い

のご萄る. ス マ ー トを 赦 免 生 成 が ぉ上 転豪 地温 各 藩膚 に 番う< 庫 その姫里

1こ巷 だ 困髄 配 線 じ定率 で 萄 っ た, 米 沢 で 将米 沢 市滋 図番 盛 見啓, こ0)掲藩盛

は上杉鷹 JJO)凝斜を盤雷に親 しくい る & が で ､バ､ス奇 勝画に鱒らルて いる 払

渡 がや る と慧 する凝 滞 山 Q)r東 的資浪盈 並 ヾら 作 .館 長 自ら 乳 明 に戊 ん 管下

3'っ た4 珍 しC1文献 の-数 々 に香 魚 o)求 級 を.零 し乍 ら･繭 /常 覇位で 庖 il上 げ

jrス Cvこ L9 日0)痛 日額 高 藤 に商 う. 東北の粛濠の観葉 しい関金虚数足る汗ス
は衆に のどか､ しか も鳥牽操 免 の- 本藍で_敏 彦 の八､ス祢 しぼ しぼ 馬琴 のお凍

りの/A に療 え の敵地 へ浄 威 し怠 けrいま.な ら 産 か つ rCb た ま たま と こ が嘗舟屋

Q)離 宮 っ怒 りサ 巻 吐 , 長 い馬鹿 .7)狩 衣 らぬ 癒 即 ちU)卿成 城 昼顔 喪 が 硬 さ 経 つ

.a ,℃ う こう し乍 ら麹栄 に到 養 し7t:tJ7障夕 方 も J貯 正 49 珍 しい 田 舎 の 濠 に

浸 りrFら, 癒車 7)康 平 で 乾 生 よ り出 さ れ た 鍵 々 の 痛 轟 を膚 命 に患 って 解 い た

粧 療 抱 ご汀 は私 尊 の党 敗色 塾つ 乾, 激 し巌 馨 が ノーマ ル芭あく)漫 ぎ た3)塗

凝 る. こ 0)日F:蔓 って 軌 鱒 に先 壷 o)化 の尿 揮す っか り剥れt しまい､ 尊厳

0)養簡厳 に私産は 望破顔卑凍う政孝 が 番 った9 ′しか L,私塵 の レか けた わ奄 F:i

L･Jl∴i一･＼ト :･･'J臣噂 r_hヽ- こ 卜ご つL-:T}!.1日で '.存I.吐世 情 7)木_--/I, I-1･.-I-':1'l-Jl･･/,_.､

ぼ知る廉 も衆 力1っ意,

J臥 拝己 と縁耶 っ こ牽 っ た着 果 に 卑 (も藁 葺 0)き ざ しが 見 えて. 顔 か ら

429)



プアヰトが 愚 ヽ 底 tiと うど,バス社格っ画Lr脚 F泉 た紳j=が選 れて 日 <. T

争引 去とt.二匹登 るん 75:すか ?J 鬼 畳 が 卑 鹿 虹 好 く 郡 だ と蓋 う O F:1 ｢どきしで

区昨 日登 フ葦 んです ね J と鮭 (まで登 山に弼 乾す る承 りら しい,そ の療 置河

晃を <束 縛 した も 巧ゝ･ 麗 尊 の建碑 入タ イ JL/監 鬼 と将軍東 畝巌 す る レデ ィ -
豊と考 える肇 が鹿家を 郵V,PをQ)鮭ろ うま. 歌 に在 って啓 示 がんttL目顔 賂色 め

きたった l卜 --･･｡腰 覚虫立涙 未色 々左党塵 に ひ っ鋸 すられこ し､賢私欝一 寧 日

こて甘 乙葵 しま 夜 晴 巧+ -ム ･リ ーグや首尾壊<激発守 る帝 の常蘭 に 疲館

の マーク 覆感 小 つ けた, こん 唐 草 を しこ い{ 蜜 梗塞 身 懸 ら ぬ欝 o)纏 しき. 卑

懸見孝 Q)方 t-&不本 庵 乍らおお守 F=客らざる を 特電 仇 米沢 一瓶壌 伺 0)簸 ガ＼~っ∫■

た こ と.､ 莱 っ 考 と 藩 う 何 も を < し即 ち 観 っ 邑 乙 敵 う画 も 盈 (I) rア カ ユ -

ア かユ ー.⊥且呼 が 蚤 j jU 又 もや 栂煎 0)東宙 の下 FI放 り出 で AL絵 ｡ 白重商 醇
■

塩 の各 地 軒 希 藩 o)ぷ 盆､う,養 生 責 啓, 4i'りず り 邑東 上 か ら敷 けつ け られ こ

ĴラV It,寄 ら ぬ 内争 (慮 しからぬ 尊徒 は地 母 JC 日 光け電解 ごう も. し1LTら

しい 7Cが け q)む膚 3 ん尊 笹督 フウ アワ あ え し＼で 七･1番 巧rt. 常永 に身宜 正 さ 汀

と我 専 pヾ常澄 教 官発売 生 す お背 中 の奴盤 マ- クも鮮 やか に. 準翁 も乱 さず

宿題 在さる. モ ろ そ ろ頼 痔封が 何 か@/訴 え潜 め街慮 匪 Q)届 が 苛 に在り億 める

項. や つさお 休み q)お爵 レポ 出 る一 宮 - せ いt=tl火 の尊貴 り と いラ男 につま さ

はる終夜 も の盈産文 したが･ 李は由東森いせ の 翠.｡斬約-つ 励破 りに在 ろ う
ま した Q日C,I-･-I.乾に 角昼食 と味轟ご禿蒐 舌 癌. 少 し卑 官に本 務か らム粥 ま

で 着 席 . LL,勅 筑 前 に て 一束 観 光 連 に 串劃Yt,し. タ食 塊サ クラ ンボウ蔑K'席 え

こ お 汚せ'粛 伺.席 の市内 u属 琴 ., モ巡 竣 功 日 雀 は縛 り 芝 電 げ こけD.Wjは勅

貞 太り首藤栗東に障 る も0) 雷蔵 半島 ､十 和 団軌 に堪 る もO)な 汝､･ 米つ か C)

ク､ル ーフQに別れ/る専 F=奄 る,

耶 掴 ∫3, /0. テ ～ /.a

風弄鬼 窪, 絶海 転 生. 音速 阜磨

く?E日 朝 5'崎 40各 上野敬落ち. 温 雅 磯野敬 で教 日商 痛 ら束で 智 らi-L乾

砿尊 兄藍を落合 し＼∴ 郡 東泉菓高級 へ ｡塊等77710)海蛍む 塔寺って いる塵.療

発生 に櫛 碗q)威東 を 囲った磯. 親健 へ行 (. 細 の 濃概 水 老 得 る 井 戸 が 凝 られ

こい75:が･ 田河藍 と藩えらit/る感 謝奄凹 み盈凍サ 解 に凝っ た 峯 静観 の強 硬

が 犀 (凌 宙像 線下水 敦摩 る ことが 永 森為そ う悪 o 艦 上くO)酪 観 モ こQ)棺近 Q)塞

塊モ奄る天田承 薄志鳳 婆q3上0)旦一左層､鳩亀腰巻見各｡永 由凍 痩屯 Fは
地下 水の 軌存妖魔も廃港 豪商凍 恕賭 っ乙 のこと.. バ スで か猛 り大きゑ成下 潤

し30)



大 田原に 牽 き上 増盈 F=渡 る, 4'

i/0日 〕大 田虜 か らif(産 額 の乗 取 へ一 習体 .高 確率 o)哀 しいふ マ髭騰 め

凝がら郭 の驚稗 0)喪し､闇轟題 改行 (, 兼業 凍 喪蜜夜番 象の お宅で この鱒鑑 q)

凌駕 につ 捨て奉 宙 を 伺 う , こ ゝ経東灘 弁 か瀬 田 で 纏縫 毎愈 嗣勘 永 田 qy慈瀧

は滞東 が 主 で凝るかここ 塩草寵都 県野オ 面や周 恵が膿 み地 下水利 確1711'竃歌 声塵

レた索 か､ 濁 水潮 が 玖 新 得4日や句だ った 0)が ∫月中 喝ヒ ず れて しま っ た の

で 漉l給 水K して魔気脇 水 管 レく いる. 簸作 菌絶家轟か しれ 行わ れこい黍か つ

巴が 東 城 化が 塵 む につ持 潜 めカ の 内藤 が終 滑 三日もつ ゝあ i上 大喪､ ビ-jL,

象尊 が農作 物 も して尊 戊 しこ い る. そ して 争殊 の何題 と して 官､ 亀凍 水敦 侮

り箪 取 水 切∴の蚤i. 顔 控 の普及 噂 が あ げ られ,る 産の ことJ

沈 痛 東海 気重 0)弼敢 闘を 伺 い壕 が ら いろ いろ 分地 離層寵 艶る Q大 田腐 朽塩

には壱 い血 硬,苛魔 現 1,風 旧廟 底 地の金 丸原 5. 廃水 地 物天顔赤 盈責める郡

額野私 宅組数 帝耕 した親 国.i. 渡 田面等 各肇の地帯 面射敬る. 野鼠招宴埠

に ご(瀞 ら しし1 ノユー3mの切通 しが奄 甘 啓を 膚やスコIjア の層を食む厚 い

ローム層 が見 えた. 持適 の永 日 には 噴 気療 束 のボ ン7りh塵が し＼<つ も乾草 し

て い る. 帝 る藩 や怒 尊兄 盤か ら変嫁御 寒が あるもLAう賓 客食 の各 務 喪 を轟聴

す る, 藤 塵 から少 し南紀忠犬増感威鮭 に膚 い舞 頃憧督サ つか lト疲 れt L,まい

ゆ つ (り 床尾 して 美 しい 夕方 0)尊 牽老 壊 しむ｡ メ食後夜汀も忘lt･て日 原 頃
茸で トラ ン7･に共 じ し1葺ヰ q Q)ま私め覆 す 者と在る 邑昼 時 の康 代が亀に 由

こ. 令に もつぶ っ て しまい どう猛 白髪 し本 渡､､フかせ どう にか家宣㊥ 藍の沌 /

噂 .泉 に入 ったヒモ ん 鼠 りに恕 ちた,

1日 日 〕恩威 地区壌常改 良車複 印 へ＼ こ潤 地 塔持気 象た 毛択 畔地威 色奉っ

たが最庇 は覇田が 膿宿 しt いる∴ た ば こ掻凝家 の蛍雪篠執金 棒物で あるが労

塘カ 年発酵ド葦す る ことが 同確で ある. 蘭 金瓶入､ 野 田カ･脅 亀 鑑 寄 掛 ら こ

q)鹿 登 で はた 砕 こ且永 田 と範 譲 cD三 つ 患 い卦 に 嵐 合せ る歌 が _今後 の伺藤 嵐

払 して 野 ご‖している さ い う, 事且 酢を 出 て 顔 ら, 乾 tの 波 高 スC朝 雄 0)flに

の ぼ る. 永 い耶 賓廟底地 も い ゝ気 韓で 醜 めt tlる塩見盤が ｢こ 予 か ら見え る

寮観私 /o身柄ごま2iめ麓 3･u ｣と u わ 紅 乳 酪 こて 乏 しい観 県歌 で他動

主砲 利敵 廃 藩なKLtがどう寄 って し1量か忍 #Llる｡ 党旗に 藍藻 :3札な し＼2gt た

ヾぽんで け払暁 めて いて. 藍 句 0)ことを 男 爵 しこ しま って いる 嫁 恵一. 嘩磨 乾

生は方向 オ ンヰぶ り盈轟々発 揮恵 さ る, 何 しろ上 級 虹か ら r艦 尊 兄 生別 い ら

っ しゃ省博 寓 の 堪忍贋 けぼ 向濃 い 猛 uJ &翻 意葛 藍藻 けこ し1季敬悪だか ら-.
(/ヱ 邑)韓 日 天草 が帝 京 して しま い ー鑑 発 気重 邑卑 生 二革 こ 0)日 は 璃印

象野 方面 の南 田葉 風 を轟 登 の予 薮. 敷親 鳥境 cD地産 ク ラ ブ･凋 生 羅 さ ん水泡確

E'･-I.:･



す る 裁 AE鼠 色乾 漆 笥 痕 に q)せ て 下ユ り. 獲 感 光 敏 弘 弼 一 番 F=護 持 嶺, こ･i73地

政 巧鑑 埠 の 而 重は 寿 ぎ波 下 水 0)乾 最盛 水 に よ って L,＼為 が 聖q)葦 戸 侍凝 嘗 歳

地 下 永寵 断 ち虹為 も 功で 豪 (t は 援 永紫 に 大 豊奄 硬客 数 驚 け る, 顔溌飽凍 鷹

下T)基 盤 O)想う軌 つま り敵 下谷 03鮒に 堤咲 寵東 が取れて いる と強 ま1旺量水

乾燥 に よ っ て モ往改凍 し葡そる 産 まず 例 外 壌 く登 竜 脊地 下水 が 縛 ら れるとい

ラ,J壌巌での魔寵 は 曙 々熱 盤 が よ い 輿 向 を して 下 さるが･綴代,葦い哉 畑 言嘩凍

み藍色充か如､蓋芝息っE 拳を 噺 く こ吐 か ぬ 裳 養 い｡ 凝 通の蒔田 の勧敵意.~水塊

が骨 症 政 夫C 膏 刺 巻 こX. 鑑泉が 密 t上野 わ凡てし1生硬 垂が憶卑木簸 養こ 産卑

0)嫁で萄 る. こ >が大 嵐奥 に 軸田ヨ目した 0)は ご く凝 温 t. 覇灘 30準 から土

地改 攻撃零 もして 峡間 も膚い､ 7執鶴田が竃 最 悪あ るが もう磨 定寛政 して い

る と 0)こ せ .

参 宮 1g)巡 鹿 で‖ま南 田 の向 題 盈 中 心 に卦 て 煮た粧 廟 東 ま で も 慮 宿 して 兼暮

雨可成 . 郡 黍 の泉 蛍 に鍵 栄 乙 訓 窓 日常 っ た 蛙 格 を 与 えて いる こ さ忍 感 じた,

2 年 j聖廟
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